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第 1章 本書の概要 

・中央新幹線第四南巨摩トンネル新設（西工区）工事を実施するにあたり、「中央新幹線（東京都・

名古屋市間）環境影響評価書【山梨県】平成 26 年 8 月」（以下、「評価書」という。）に基づいて

工事中に実施する環境保全措置及び事後調査・モニタリングの具体的な計画について取りまとめた

ものである。 

・施工計画の深度化を図った結果、山梨県南巨摩郡早川町新倉地内（小之島橋上流）に新たな工事ヤ

ード（以下、「工事ヤード（南）」という。）を設け、早川東非常口坑口前の工事ヤード（以下、「早

川東非常口ヤード」という。）に計画していた設備の一部を工事ヤード（南）へ設置することとした

ので、本書を更新した。（平成 29 年 11 月） 
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第 2章 工事の概要 

2-1 工事の概要 

・工事名称：中央新幹線第四南巨摩トンネル新設（西工区）工事 

     （第四南巨摩トンネル工事及び非常口トンネル等の整備） 

・工事場所：早川東非常口（早川東非常口ヤードを含む） 

       山梨県南巨摩郡早川町新倉地内 （栃の木橋 下流） 

      工事ヤード（南） 

       山梨県南巨摩郡早川町新倉地内 （小之島橋 上流） 

・工事延長：本坑約 2.6km、非常口トンネル約 1.8km、その他（保守基地連絡坑等） 

・工事時間：準備工・設備工  8 時 00 分～17 時 00 分 

      トンネル掘削  7 時 00 分～翌朝 7時 00 分 

      （作業員の交代時間等を含む） 

      資機材・土砂運搬  7 時 30 分～17 時 00 分  

・休工日 ：日曜日  

※工事の進捗、作業の内容、運搬物の状況等により、やむを得ず上記以外の時間や休工日に作業や運搬を行うことが

ある。 

 

2-2 路線概要及び工事位置 

・本工事の路線概要及び工事位置を図 2-1 に、早川東非常口（早川東非常口ヤードを含む）及び工事

ヤード（南）の平面図を図 2-2～2-4 に、現況を写真 2-1～2-4 にそれぞれ示す。 
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図 2-1 路線概要及び工事位置 
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図 2-2 早川東非常口及び周辺の平面図 

 

※形状については、変更する場合がある。 

図 2-3 早川東非常口（早川東非常口ヤードを含む）の平面図（詳細） 



 

6 

 

 

 

 

     

 
※形状については、変更する場合がある。 

図 2-4 工事ヤード（南）の平面図（詳細） 

工事ヤード（南） 

写真 2-1 早川東非常口ヤードの工事着手前の

状況（全景） 

写真 2-2 早川東非常口ヤードの工事着手前の

状況（非常口正面） 
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  写真 2-3 工事ヤード（南）の現況（全景）    写真 2-4 工事ヤード（南）の現況（正面）                    

 

2-3 施工手順 

・本工事では、まず早川東非常口の前面を通る県道南アルプス公園線（旧道）を早川側へ切り回し、

その跡地へ本坑及び非常口トンネル等を掘削するための早川東非常口ヤードを造成する。 

・早川東非常口の南約 1km の早川左岸にも、工事ヤード（南）を設置する。（以下、早川東非常口ヤ

ードと工事ヤード（南）を合わせて「早川東工事施工ヤード」という。） 

・早川東工事施工ヤードを整備後に本坑及び非常口トンネル等を掘削する。 

 

2-3-1 早川東工事施工ヤード（迂回路含む）の施工手順 

【早川東非常口ヤード】 

・早川東非常口の前面を通る県道南アルプス公園線（旧道）を早川側に切り回し、迂回路を設置する

ことで早川東非常口ヤードとなるスペースを確保する。 

・迂回路は道路管理者と線形及び規格等について協議を実施し、道路占用許可等の必要な申請の許可

後に設置する。 

・その後、建設機械を使用して切盛土や整地等の土工事を実施し、早川東非常口ヤードの造成を行う。

なお、早川東非常口ヤード内はアスファルト舗装を行う。 

【工事ヤード（南）】 

・工事ヤード（南）は、道路占用許可等の必要な申請の許可後に、建設機械を使用して整地等を行う。

なお、工事ヤード（南）内はアスファルト舗装を行う。 
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2-3-2 トンネルの施工手順とトンネルの標準的な断面 

・本工事ではＮＡＴＭ工法によりトンネルを掘削する。トンネルの施工手順を図 2-5 に示す。また、

山岳トンネル掘削の概略図及び本坑の標準的な断面を図 2-6 に示す。 

 

 
※施工手順については、工事の進捗により変更となる場合がある。 

 

図 2-5 トンネルの施工手順 

 

 
 

図 2-6 山岳トンネル掘削の概略図及び本坑の標準的な断面 

  

山岳トンネルの標準的な断面 

注：図 2-6 について追記しました。なお保守基地連絡坑等の A区間は早川橋りょう施工時の工事用通路として活用します。（令和 4年 7月） 



 

9 

 

2-4 工事工程 

 ・工事工程を表 2-1 に示す。  

表 2-1 工事工程 

 
※工事工程は作業の進捗等により変更となる場合がある。 

 

2-5 発生土置き場の位置（候補地含む） 

・発生土置き場の位置（候補地含む）を図 2-7 に示す。発生土置き場における環境保全については、

別途計画する。（なお、本工事により発生する発生土の一部は、山梨県の事業である早川・芦安連

絡道路の造成に使用する計画である。造成等の事業自体は、事業主体である山梨県が実施するもの

であるが、当社（東海旅客鉄道株式会社）では、当該利用先までの発生土の運搬を行う。） 

・図 2-7 に示した以外の発生土置き場については、自治体から情報提供をいただいた箇所から、候補

地を選定したうえで、関係者との調整や現地調査、関係法令に基づく行政手続き、環境の調査や影

響検討等を進めている状況であり、引き続き関係する方々と調整を行う。位置や規模などは、運搬

開始前までに発生土置き場近隣にお住まいの方などに説明を行う。 

 

 

 

　　　　　　　　　年度

　項目

準備工
（ヤード整備含む）

トンネル掘削

覆工その他

H33 H34 H35 H36 H37 H38
Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ

H28 H29

Ⅳ
H30 H31 H32






